第３３回運営委員会概要
日　時　　平成２２年１月２６日（火）　午後６時３０分～午後８時３０分
場　所　　登別市役所　２階　第２委員会室
出席者　　田中寛志、木村義恭（進行）、合田美津子、関修、大山口光男、鎌田和子、山田耕一、山田正幸、平田誠治
事務局　　松本政策推進グループ総括主幹、沼田政策推進グループ兼企画グループ主査、千葉企画グループ主査
議事項目
○審議事項
　　第１号　市民自治フォーラム開催について
　　第２号　特別委員会素案について　
配付資料
　①運営委員会式次第
　②自治推進委員会例会：１部会提案（第１部会）

　③ワークショップとは？（第１部会）

　④地域主権　視界不良を早く晴らせ（第１部会）
　⑤論説　地域主権の推進（第１部会）
　⑥第３回登別市民自治フォーラム作成物等チェックリスト（事務局）

　⑦第３回登別市民自治フォーラム壇上横看板・講師看板案（事務局）

　⑧登別市市民自治推進委員会　登録・更新・変更　申込書（事務局）
１　会長からの情報提供

◆　平成２２年１月２８日（木）の１３時１５分より、登別市議会議員会主催の登別市議会議員研修会が開催される。北海道学園大学法学部の神原教授を招いて「自立自治体の形成～分権時代の自治体運営の課題」をテーマに基調講演が行われるが、議会より市民自治推進委員会にも参加依頼があった。ご都合のつく方はぜひ参加して欲しい。

　　また、市より「福祉のまちづくり条例」制定にあたり関係団体等による懇談会を平成２２年１月２７日（水）１８時から開催するため、市民自治推進委員会に代表者１名の参加依頼があった。

　　今までの経緯から第３部会の山田耕一部会長に出席についてお願いしたのでご報告する。

２　市民自治フォーラム開催について

◆　第３回市民自治フォーラムの進め方等について、第１部会において提案させていただくのでご協議願いたい。

　（第１部会からの提案及び提案事項に対する協議結果は次のとおり）

①　ワークショップの進め方について

　　本日配付した資料「ワークショップとは？」、「地域主権　視界不良を早く晴らせ」、「論説　地域主権の推進」を次回運営委員会までに読んできていただき、次回勉強したい。ファシリテーターには運営委員会委員に担っていただくことになると思う。ファシリテーターは、時間配分に気を使いながら、参加者全員の意見を引き出す必要がある。

～　第１部会提出の資料を運営委員全員が読んだうえで、次回、ワークショップの進め方を確認することとする。

②　ワークショップ議題の設定について

　　議題の設定方法として、「テーマを先にあらかじめ用意する」、「講師の講和から司会者がいくつかメモを取って選択する」、「参加者が興味に応じて自由に選択する」の３パターンを考えましたが、どうするか。

　～　テーマは前もって決めることとする。次回テーマを決定する。

③　チラシの配付について

　　市民自治推進委員会委員の皆さんに一人５枚程度は知人等にチラシを配っていただきたい。

　～　市民自治推進委員会委員一人につき５枚チラシを配付し、一人５人を目処にフォーラムの参加者を募ることとします。印刷は事務局が行い、印刷数は３００枚とします。

④　ポスターの貼付について

　　公共施設等にポスターを掲示したいが、皆さんで割り当てをして作業してもらいたい。

　～　第１部会において、ポスターを掲示する施設及び掲示する担当部会名を記載した一覧表を早急に作成し事務局に渡すこととする。公共施設への掲示については事務局で「本庁舎」、「３支所」、「図書館」、「市民会館」に掲示可能。その他の公共施設は市民自治推進委員会から掲示を依頼するものとする。

⑤　出席者数の確認について

　　前回の運営委員会で出席者の確認は取らないことになったが、人数が確認できないと用意する資料数や会場の配置等事前準備ができない。人数確認が必要ではないか。

　～　参加申込書を作成し、運営委員会委員は一人５名に出席の担保を得た上で申込書を提出していただくことにする。また、各種団体については二役が依頼をするが、運営委員の皆さんも繋がりがある団体に依頼を行っていただくことにする。参加申込書は次回の運営委員会開催前（平成２２年２月１５日（月））までに集約することにする。

⑥　フォーラム参加者へのアンケートについて

　　アンケートについて再検討したい。

　～　今までのアンケートは田中会長が作成したものを使用しているが、第１部会において再検討するため、田中会長より合田部会長にアンケートを渡すこととする。

⑦　講師との交流会について

　　フォーラム終了後に講師との交流会を考えているがいかがか。

　～　フォーラム終了後１７時より幌別において交流会を開催することとする。場所、会費等は第１部会で素案を作成し、次回運営委員会で決定する。

⑧　その他

◆　事務局提出のチェックリストについて、第１部会で役割分担案を作成し、次回運営委員会で検討することとする。

◆　演壇横看板、講師看板は事務局案のとおりとする。
◆　今回の運営委員会議事録とともに、チラシとフォーラムの参加申込書をそれぞれ５枚同封し送付する。また、第１部会よりポスターの掲示担当が決まったら、割り当て分の枚数を各部会長に併せて事務局よりお送りする。　

３　特別委員会素案について　
◆　特別委員会で論議し、報告書素案としてまとめた。この素案を運営委員会に提出することとしてよろしいか。
◆　特別委員会の素案では問題提起で終わっているが、市民自治推進委員会はどう進むのか、組織はどうするのか具体的な方策が見えない。

◆　具体的な課題は部会で探し出すものではないか。
◆　特別委員会の意思は尊重すべき。本素案は運営委員会の運営指針となるべきもの。

◆　特別委員会に代わり、少人数の新たな組織を立ち上げ、具体的な提言を作成してはいかがか。

◆　部会のあり方について早く解決しないと部会が成り立たない状況となっているのでは。

◆　部会が決めたことを運営委員会に上程して市に提出するような方式に批判があることも事実。早急に組織と規約の改正が必要でないか。

◆　根本的な論議をするのは部会。運営委員会は部会がスムーズに進むようにするのが役目ではないか。

◆　部会が動いているのは第４部会だけ。しかし、部会の役割の解釈に違いがあるように思う。部会制のあり方についても論議が必要。

◆　テーマを設定し、テーマごとに部会を立ち上げ協議する方法もある。

◆　特別委員会の意見を受け、具体的な協議を進めるべきであるが、運営委員会で協議すべきか、もしくは合田委員より提言のあった新たな組織で検討すべきか。

◆　議論の効率を上げて、たたき台を作る新たな組織があるほうが良い。

◆　特別委員会の素案は了承することとします。また、具体的な今後の方策を検討する新たな組織を立ち上げ、組織や規約の改正を検討することとしてよろしいですか。

　～　了承

◆　新たな組織の委員長は合田委員とし、メンバーとなる委員は合田委員が指名することとしてよろしいですか。

　～　了承

４　その他

◆　事業仕分けの市の最終結果について報告していただきたい。

◆　事業仕分けの結果は予算決着することになっているので、３月に開催される議会で結論が出ることになる。広報紙等を通じて６月に最終結果をお示しするのでご覧頂きたい。（事務局）

◆　部会の活動に関する予算を取っていただくよう前回要望したが、引き続き要望したい。）

◆　前回もご説明したが、市が予算を計上するためには、予算を何のために何に使うのか明確な説明が必要となる。市も予算に係る作業も大詰めを迎えており、平成２２年度予算に計上するのは難しい。（事務局）

◆　特別委員会の素案については、市民自治推進委員会委員全員に対して事務局から送付する。各部会において部会長が特別委員会の素案について各委員に説明し、市民自治推進委員会全員が統一した理解を図るようにしていただきたい。（事務局）

　～　了承

５　次回議案の確認
　審議事項　
　　○市民自治フォーラムについて
　

６　次回運営委員会開催日時
◆　日時：平成２２年２月２２日（月）　１８時３０分～
　　場所：市役所　２階　第２委員会室
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